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山形市西部 (白鷹)山地の形成と侵食

山 野 井 徹*

は じめ に

山形市の西部山地は自鷹山とその北東側に広がる

台地状の丘陵地か らなっている (写真 1).この台

地状の丘陵地は大小の湖沼群 (凹地)と小丘 (凸地)

の散在に よって特徴づけ られている.ここの自然は

｢県民の森｣ として公園化 され ,自然に接する場所

として広 く利用されている.こうした地形は県内で

は類例がな く特有のものであ り,その成因の解明が

待たれていた.山形市は1998年から2ヵ年にわたっ

て山形市西部地域 自然環境調査を実施 した.それに

よって白鷹山地の形成の実態がかな り明らかにされ

た (山野井,1990).しか しながら,その際の報告書

は内部資料的な性格が強 く,必ず しも広 く公表 され

たわけではなかった.そ こで当時の報告書の一部を

引用 し,その後見つか った新事実を加え,ここに改
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めて報告するものである.

白鷹山地は ,後述す る ように ,火山体 の崩壊に

よって形成 され,それが侵食 されて今 日の丘陵地に

至 っていることが明らかにされた (山野井,1990).

こうした台地そのものがもつ 自然史が広 く市民に理

解 され,かけがえのない 自然の大地を今後 ,ど う

使 ってい くかについての叡知の一助になることを切

望する次第である.

山地形成に関する仮説

2ヵ年にわたる調査の 1年 目は白鷹山地の空中写

真の判読や,概査をとお し,山地の形成等に関する

次のような仮説を導いた.

1.山形西部地域の山地 (以後 白鷹丘陵 とい う)は,

約50万年前までは,全体にのっぺ りっとした準平

原であった.しか し白鷹山周辺は白鷹火山の安山

写真 1 山形市西部丘陵 (左端の白鷹山から右端の鳥海山まで.西蔵王から望む)
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岩質の比較的硬い岩石が分布 していたため,ひと

きわ高い火山地形を皇する山がそびえていた.当

時の白鷹火山の主峰は,現 自鷹山より約 1kn北東

にあった.

2.約50万年前,白鷹丘陵一帯は急激に隆起 し始め

た (村山変動の開始).この変動 は盆地側 では沈

降が激化 したため,山地 と盆地の境界部か ら,激

しい侵食が開始された.

3.それまでも比較的急斜面であった白鷹火山の山

腹は,安山岩質の侵食に強い岩質で構成 されてい

たため,侵食作用に抵抗 し,その山体は益 々急傾

斜化 していった.

4.そんなある日,突然 ,巨大な崩壊が起 こった.

この大崩壊は,火山の水蒸気爆発のようなもので

はな く,恐 ら く地震が引金 にな った と考 え られ

る.この大崩壊を ｢白鷹大崩壊｣と命名 してお く.

40万--20万年前の事 と推定 される.

5.白鷹大崩壊は,主峰を含め,旧白鷹火山の北側

の半分以上が崩れ去 った.崩壊土塊は北東方向の

斜面を流下 し,その末端は,少な くとも,村木沢 ,

要害,鳥海山に達 したであろ う.この際流出土塊

の表層部に凹凸が生 じ,その凹部に水が溜ま り,

湿地や湖沼 となった.

6.隆起は,その後 も継続 していたため,流出土塊

は末端か ら,次第に侵食 されて消失 していった.

しか し,丘陵の中央部に厚 く残る崩積土塊は,そ

の後 も続 く隆起に対 し不安定化 し,ついに再び崩

壊 した.その場所は,宵山の南東部を冠頭 とし,

築沢,作沢方向- と崩壊 した.この 2次の崩壊を

仮に ｢築沢崩壊｣ と呼ぶ ことにする.

7.2次崩壊はさらに北方の烏帽子沼か ら荒谷にか

けての崩壊土塊上でも発生 し始めたが , これは大

亀裂が生 じたのみで,崩壊には至 らなかった.

8.その後 ,今 日に至 るまで激 しい隆起が続 き,山

裾か ら進行 していった急激な侵食作用 は,｢侵食

前線帯｣ となって,徐 々に丘陵の中央方向- と進

んで行 った.この際,侵食前線帯の周囲では急激

な侵食である地すべ りや山崩れ も発生 し,崩横土

塊や,その下の第三系は激 しく削られていった.

9.現在の侵食前線帯は,図-4に示 した所まで進

んでいる.この部分 とその周辺はとくに侵食作用

の激 しく働 くか ら,防災上,重要な区域である.

10.将来は,さらに侵食前線帯の進行に よって,白

鷹大崩壊によって形成 された湖沼や山地は侵食消
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失するであろ う.ただ し,その時期は数10万年後

のことである.

2年 目の調査では以上の仮説を実証すべ く詳細な

調査を行 った し,さらに今 日まで,機会あるごとに

調査 し,観察事実を集積 してきた.それ らは次のよ

うに考察 される.

現地調査と考察

1.｢白鷹大崩壊｣に関 して

大崩壊を起 こしたと考えられる区域内に見 られる

露頭の岩質は,火砕流 もしくは泥流堆積物 (形態的

には,葺疑灰角硬岩)か,安山岩塊のいずれかである.

両者 とも破壊のない成層構造を示す箇所は全 く見 ら

れず ,安山岩塊は著 しく破砕 されていることを特徴

としている (写真 2).これに対 し,崩壊地の外 と考

えた場所 ,例えば白鷹山高原放牧場付近では,角磯

凝灰岩や凝灰岩などの成層構造が,明瞭に認められ

た (写真 3).また,白鷹町の中山か ら孤越に至る道

路わきの露頭においても火山性堆積物の成層構造が

確認された.

写真 2 白鷹大崩壊地内の土塊は成層構造をもたない (畑

谷から築沢に至る間にて)

写真 3 成層構造を示す白鷹大崩壊地外の賓頭
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次に,崩壊があった と考えられる区域内の地形に

関 して,湖沼な どとなっている凹状地 と小さな丘な

どを作 っている凸状地の形状 とその配列は,崩壊地

の頭部に近いと考えられる区域ほ ど規則性がある.

すなわち両地形は,大崩壊の土塊が移動 したと考え

られる方向に直交するように延びている (写真 4,

図-4).こうした地形の方向性 は ,大地すべ りの

滑落崖の下方一帯に見 られる移動ブロックの一般的

な配列の方向性 と共通 している.

以上の諸事実の複合は,｢白鷹大崩壊｣を実証す

るに足 りるものと考えられる.

写真4 手前の小丘陵は背後の白鷹山大崩落崖の方向にほ

ぼ平行に配列している (棄黒森山から白鷹山方向

を望む)

自鷹山の北東部の地形に関 し,現地の地質踏査を

行 って,その成因に言及 したものとしては宇井 ･柴

檎 (1985)があげられる.彼等に よれば,この地域

図- 1 道路工事により小丘の断面が現れた位置 (○印)

は火山の爆発 に よって山体の過半が失われた もの

で,爆発 カルデラの形成に伴 うものであるとい う.

その証拠 として字井 ･柴橋 (1985)は白鷹山を構成

する安山岩 (白鷹円頂丘溶岩 :含角閃石普通輝石 シ

ソ輝石安山岩) と同 じ岩質の岩塊が,小丘や凹地を

覆 う火砕堆積物中に含 まれてお り,これ らには高温

のままで破砕 されてか ら冷却 した構造をもつものが

あることをあげている.しか し,その証拠 となる現

象が具体的にどこの何であるかの記述が無いのは残

念である.

筆者はこの証拠の確認を今 日までつづシナてきた.

1994年春に,図-1に示す地点で道路の開設工事が

なされた際に,小丘 (流山)の断面が出現 した (写

真 5).その年の秋にはさらに掘削がすすみ,図-

写真5 大沼の西方の小丘の断面 (1994年 5月)(矢印は写真6の位置)
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2のスケ ッチの ような露頭 となった.この露頭で注

目すべ きは茶黒色古土壌の最上部である.ここは,

写真 6のクローズア ップで示 され るように,数cmが

炭化 して黒色になっていることである.このことは

当時の地表であった茶黒色土壌の表面を火砕流 Qが

流下 した際,それが高温であったため,地表にあっ

た植物を炭化 した もの と考えられ る.ただ しこの よ

うな火山活動の産物 (火砕流 Qお よびR)が,この

小丘が形成 された山体崩壊の時期 と異なることは,

それ らが,崩壊の際にできた傷 (小断層)に よって

切 られていることか ら明らかである (図- 2). し

たが って,この露頭は,かつて火山活動に よって成

層 していた白鷹火山が崩壊 した ことと,その際に小

丘が形成 された ことの証拠は示 しているが,火山活

写真 6 台土壌の表面の炭化部 (写真 5の矢印の所)

火砕流の熱によって当時の地表の有機物が炭化し

たもの

動が崩壊の原因になったか否かの決め手になる証拠

は示 していない.よって,崩壊の原因について特定

す ることは,ここでは保留 したい.

2.旧白鷹火山体の復元

上記のように ｢白鷹大崩壊｣ に よって旧山体の過

半は失われて しまったが,崩壊前の山体について推

定 したみたい.

図- 3は大崩壊側 と非崩壊側の現在の分水界を境

に し,大崩壊側の地形を白ぬきに してある.この図

で,分水界が非崩壊側の山裾に延びる沢に よって,

かな り深 く侵食 されている地点が各地 に認 め られ

図-3 崩壊した ｢古白鷹火山｣の復元
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写真 7 大崩壊前の山体に形成されていた沢 (矢印)が大崩壊の測塵に断面となって現れている (崩落した大平から西側を

望む.西端が西黒森山)

る.白鷹山の北方の狐越沢や西黒森沢によるものは

とくに深 く侵食されている (写真 7).この ように

分水界を侵食 している沢々は,大崩壊後に形成 され

たものでないことは,分水界を切る沢の形や崩壊後

の集水範囲を考えれば自明のことである.

他方,白鷹山の東南には白鷹高原放牧場 として利

用されている平坦な斜面がある (写真 8,図- 4).

この斜面は古白鷹火山そのものの面が侵食をまぬが

れて残っているものと考えられる.

こうした面や上記の沢の方向は古 白鷹火山の地形

を復元する手がか りを与えて くれる.とくにその中

でも旧山体のなごりである白鷹高原面の方向と,旧

山体の主沢をなしていたと考えられる狐越沢の方向

の交点付近には古白鷹火山の主峰があったと考えら

れる (図- 3).また自鷹山周辺 の稜線や沢の方 向

は,自鷹山か ら古 白鷹 山の主峰にかけて ｢古 白鷹

リッジ｣ とも呼ぶべき稜線が形成 されていたことが

推定できる (図- 3).

写真 8 白鷹山高原放牧場でみられる平坦な斜面

この面は古白鷹火山の古い面が侵食されずに残っ

たもの

3.｢築沢崩壊｣について

白鷹大崩壊の二次崩壊 として仮定 した この崩壊

が,その頭部は侵食で失われてしまってはいるもの

の北西方向-流出したのであれば,その土塊が,朝

日町の送橋方面付近一帯のいずれかに残っている可

能性がある.そ こで,この付近の踏査を してみた

が,それ らしき土塊 の存在を認めることはできな

かった.これはすでに侵食されてしまったからと考

えられな くもない.しか しながら現地踏査の結果,

二次崩壊を起 こしたとい う仮定は次のような疑問点

が生 じた.すなわち,一般に地すべ りや崩壊による

移動土塊や大亀裂の残る方向は,移動方向に直交す

るが,築沢の低地部の土塊や常山の大亀裂跡は,移

動 したと仮定 した方向に延びている.また,大崩壊

の上流部 と考えた樋 口沼付近 と下流部の館野付近

に,ほとんど標高差がな く,大崩壊の後,こうした

落差のない斜面になったとは極めて考えに くい.

以上のことから ｢崩壊｣の仮定はすてた方が良い

と結諭される.そこで,この区域の側壁状の顕著な

急崖,あるいはそれに平行する方向をもつ小丘や雷

山南斜面の大亀裂跡 といった地形の成因を再考 しな

ければならない.その後の観察で,樋 口沼東方の火

砕岩中の安山岩塊が著 しく破砕されていることや,

常山東中腹に見 られる安山岩体が,ガサガサに破砕

されている事実が判明した (写真 9).これらは ｢崩

壊｣によらずに破砕されたとするならば,困 りの地

形的な特徴から,｢陥没｣以外に考えられない.すな

わち,北作 ･築沢の低地は,その両側の急崖分だけ

落ち込んだ地溝であると考えられる.したがってこ
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の急崖にはさまれた低地帯は ｢北作地⇒再帯｣ と改称

しておきたい.

写真 9 雷山の東中腹で見られるガサガサに破砕された安

山岩岩体

4.大崩壊の流出土塊とその侵食

白鷹大崩壊による流出土塊は平野部の要害や,村

木沢にまで達 したであろうことはすでに推測 してお

いた.こうした土塊が,平野側の山腹に侵食を免れ

て残 っているか否か ,といった観点で広 く踏査 を

行 った.その5結果,白鷹山地から遠 く離れ,む しろ

平野部に近いい くつかの地点で,局部的に崩壊流出

土塊 (泥流状堆積物) の存在を認めることがで き

た.それは,図-4に示す とお り,北東部の板際,

滝平 (写真10),南東部の足沢,長根においてであ

る.根際や滝平の斜面に残るこの堆積物は,元来は

尾根部おおっていたものであるが,沢の急激な下刻

で引き起 こされた地すべ りによって崩落 したもので

ある.その崩落によって安定化 した土塊はその後の

侵食をまぬがれて,今 日に至 っているものと理解さ

れる.こうした事実は,崩壊土塊が,かな りの広い

写真10 古い地すべり土塊として崩落したために侵食をま

ぬがれた白鷹火山起源の土塊 (滝平地内)

徹

範囲にわたって分布 していたことの証拠 となるのほ

かに,白鷹山塊の侵食がいかに進行 していったかを

解 く手がか りを与えて くれる.すなわち,大崩壊に

よる流出土塊 は,当時の白鷹丘陵の新第三系をお

おって広 く分布 したか,その後の侵食は,こうした

土塊でおおわれた山腹を徐々に一様に侵食 したので

はない.平野 と山地の境界部で発生 した崩壊を伴 う

激 しい侵食は,その後,侵食前線帯 となってそれが

稜線部-移動するような侵食がなされたものと考え

られる.そ して現在の侵食前線帯は図一4に示す位

置にあってこの付近 の斜面を激 しく侵食 しつつ あ

る.とくに図-4の地すべ り地形の うち, この侵食

前線帯やその付近にあるものは,現在でも活動 して

いるか,もしくは動 く危険性の高いものである.し

たがって侵食前線帯 とした区域は,治山や砂防など

侵食の制御や土砂災害に関する防災上の重要な区域

である.

5.白鷹大崩壊の時代

大崩壊の時期的な判断材料 として,長沢や足沢な

どに残る崩壊流出堆積物は,かな りの風化作用を受

けてお り∴いわゆるクサ レ磯状を皇する部分も認め

られた.このことは崩壊の時期が高位面群の形成期

より新 しくな らない ことを意味す る.しか しなが

ら,大崩壊の時期を直接知る手がか りは野外では見

つからなかった.ただ,あれだシナの大崩壊を起 こし

たからには,当時それ相応の要因があったはずであ

る.それを考えるに,大崩壊が一般的な斜面崩壊で

あったならば,山地の隆起 と平野部の沈降による山

地の位置エネルギーの増大をあげることができる.

この時期は山形盆地では ｢村山変動｣が開始された

徳,すなわち,20万-40万年頃 と考えられる.そ こ

で一応 ｢白鷹大崩壊｣は,この頃の事件 と考え,山

形盆地における第四紀の地史の 1コマとして図-5

の中に示す ように,位置づけてお くことにする.

お あ り に

2年間にわたる調査 とその後の追加調査で,山形

西部地域の山地の形成 と侵食に関 し,かな り興味あ

る地史的な事件について言及することができた.す

なわち,白鷹大崩壊 とその後の侵食に関しては,こ

れまで不明であったことを明らかにすることができ

た.反面,これまでの調査では明確な結論を出せな

い事象もあった.例えば,｢白鷹大崩壊｣は,一般



山形市西部 (白鷹)山地の形成 と侵食

図- 4 山形市西部 (白鷹)､山地 侵食地 形 図
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図-5 山形盆地及びその周辺の第四紀の諸事象と白鷹大崩壊 (山野井ほか,1986に加筆)

的な斜面の崩壊であったのか,あるいは流出土塊を

伴わないような山体の陥没に起因する特殊な崩壊で

あったのか明確ではない.ただ,後者の場合でも,

崩壊時の火山噴出物がないことから,火山活動に直

結するカルデ ラ状の陥没 とは考え られない.さら

に,大沼以南の崩壊地形は,その状態か ら,白鷹大

崩壊時のものと考えてよいが,｢北作地溝帯｣以北 ,

玉虫沼 ･大蕨周辺の崩壊地形は , 白鷹大崩壊の前の

崩壊地形である可能性が高い.また,東黒森山は動

いたか,とか北作地溝帯の陥没の時期,などは未解

決である.これらは今後解決 してい くこととし,今

回の報告はひとまず ここで区切 りとしたい.

当地域の調査に当た り,現地に同行 され,露頭を

前に種々の御議論をいただいた東根市 の鈴木雅宏

戟請山火
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氏,日新技術 コンサルタン ト㈱の本田康夫氏,山形

県工業技術センターの田宮良一所長,山形県立博物

館の長揮一雄氏にお礼申し上げる.
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